革命後のキューバにおけるヌエバ・トローバ : シルビオ・ロドリゲスの作品を中心に(卒業論文要旨) by 畑 陽子









































どのような関係にあったのか、主に 1960 年代後半から 1970 年代初頭にかけ
て述べた。彼らは政府から抑圧されるとともに、一部の政府機関からは擁護さ
れ、活動を行っていたことを示した。

















109mixed muses no.9 
たヌエバ・トローバのアーティストたちと政府との闘争の結果、どのように両
者が歩み寄ったかを例示している。
　ヌエバ・トローバのアーティストたちは、1960 年代、政府から抑圧される
状況下においても、また、1970 年代中期以降公式の地位を手に入れた後も、
変わらず新しい表現を模索し続けた。その一方でキューバの音楽の要素を失わ
ない彼らの姿勢には、革命後のキューバにおける文化的閉塞の打破とキューバ
の文化発展への意識が反映されている。
